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　フィリップスが開発した「IQonSpectral
CT」は，2層検出器を搭載することで
dualenergyCT技術をルーチン検査の
中で使用可能としたCT装置である（図1）。
このCT装置は“SpectralisAlwaysOn”
というコンセプトの下，今までのルーチン
検査を変えることなく，すべての検査にお
いてスペクトラルイメージングの取得が可
能となるSpectralCTである。
　dualenergy検査はCT検査の新たな可
能性として期待が高まっており，各メー
カーからdualenergy検査に対応したCT
装置が販売され，その有用性についてさ
まざまな報告がされている。一方で，臨床
応用が当初の期待どおりには普及してい
ない状況も続いている。主な原因として，
従来の検査で必ず得られていた120kVp
画像が同時に取得できないこと，仮想単
色X線画像の画質の問題，dualenergy
検査の実施は撮影前に判断が必要で，通
常検査では撮影後にdualenergy解析を
追加することができない，などが挙げられる。
これら従来のdualenergyCTでの課題

を，2層検出器を搭載したIQonSpectral
CTで解決した。すべての検査で120kVp
従来画像とスペクトラルイメージングを両
立させ，ミスレジストレーションのないエ
ネルギー取得が可能なIQonSpectralCT
は，スペクトラルイメージングの新たなイ
ノベーションを実現する。

NanoPanel Prism
─2層検出器

　すべての検査でスペクトラルイメージ
ングを可能とするIQon Spectral CTに
おいて，最も重要となる技術が「Nano
Panel Prism」と呼ばれる2層検出器で
ある（図2）。NanoPanel Prismは，シ
ンチレータを 2 層構造として，極薄の
フォトダイオードをシンチレータの側面
に配置し，信号伝達系にアナログ回路
を使用しない従来のデジタル検出器を昇
華させたデジタル2層検出器である。シ
ンチレータ上層には光電効果の影響を
十分に得られる低エネルギーの取得に適
したYttriumをベースとした素材を使用，
下層にはGOS素材を使用して高エネル
ギーを取得する。この構造により，シン
チレータの発光効率は従来より25％上昇
し，極薄のフォトダイオードを囲うタング
ステングリッドの影響で，クロストーク
は30％低減を実現した。収集された2つ
のエネルギーには時間的なズレ，空間的
なズレがないのがNanoPanel Prismの
大きな特長であり，臨床機としては初の
ミスレジストレーションのないスペクトラ

ルイメージングが可能となった。IQon 
Spectral CTでは，従来方式の2つのエ
ネルギーソースにより撮影を行うdual 
energy CTでの課題を解決し，検出器
で1つの連続X線エネルギーを分光して
異なるエネルギーを収集することで，事
前にdual energy撮影プロトコールの設
定を必要としない，レトロスペクティブ
なスペクトラルイメージングの施行が可
能となった。

Spectral Based Image
（SBI）（図3）
　IQon Spectral CTは，逐次近似応用
再構成“iDose4”やシステムモデル逐次
近似再構成“IMR Platinum”とは別に，
スペクトラルイメージング専用の再構成
である“Spectral Reconstruction”が追
加されている。Spectral Reconstruction
は，7段階のノイズ低減レベルを有し，条
件に応じたノイズ低減が可能である。ス
ペクトラルイメージングは，分光した2種
類のプロジェクションデータでSpectral 
Reconstruction を行い，「Spectral 
Based Image（以下，SBI）」を作成す
ることによって可能となる。SBIは，2種
類のプロジェクションデータに対し不正
な信号の補正を行った後，光電効果と
コンプトン散乱の領域に分けて画像再
構成を行い，それぞれの画像に各種キャ
リブレーションを施した後，Spectral 
Reconstructionによって作成される。
この際生じるノイズ（anti-correlated 
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図1　IQonSpectralCT

4． すべての検査でスペクトラル！
─「IQonSpectralCT」だからできる，
理想的なルーチンスペクトラルイメージング
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